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消防団にあなたのチカラを！
問 防災対策課（西館２階）【担当】柴田・東　☎37‒6119
18歳以上で、小城市に居住しているか、または勤務している方なら男性でも女性でも入団できます。

牛津第１分団第３部　皆良田憲幸
　４月28日（日）に八丁ダムにおいて救命ボート訓練が行われ
ました。
　小城市消防団に配備されているボート4隻を使って、ボートの
組み立てから空気圧のチェックそして実際にボートを浮かべこ
ぐ訓練を行いました。
　水害発生の危険が多い地区なので、皆真剣に受講していました。

救命ボート取扱い訓練 ４/28
（SUN）

救命ボート訓練



第65回　佐賀県消防大会 夏季訓練
　第65回佐賀県消防大会において、消防団員意見発表を芦刈第２分団第２部所
属の楠田詞也さんが行われました。
　この発表を考えたきっかけのひとつとして、平成30年７月に発生した豪雨災
害による報道を見る中で、消防団員として自分たちがその役割を果たせるだろ
うかと考えたからです。
　浸水被害が発生する場合を想定し、小城市内の一人暮らし高齢者と、消防団
員の分布を調べ、各地区に応じた消防団活動を、自分なりの視点で少し考えて
みました。
　緊急避難を行う際に、高齢者は多いのに、消防団員は少ない地区では、団員
確保や、地域連携による避難計画が必要ではないでしょうか。

　6月16日（日）に佐賀県消防学校に
て女性団員課程の現任コースを受講
してきました。災害現場等における
知識・技術を理解し、住民への対応
力を向上させることが目的です。

　HUG（Hinanjo Unei Game:避難所運営ゲーム）を使って、実際
に災害が起きた状況をイメージして室内を暗くし、避難所の運営体験
をしました。ほかに、防火対策として、防炎品重要性と、救命処置の
ための医療機器（AED）を使い、注意点などを質問形式で学びました。
今回の給食はハヤシライスでした！

６/16
（SUN）

６/30
（SUN）

３/17
（SUN）

８/18
（SUN）

小城第２分団第３部　江里口　源
　自分は、ポンプ操法は２回目の出場という事もあり、意外とス
ムーズに練習はこなせたと思います。
　７月初めより練習が始まり、長い１カ月半ほどでしたが、終わっ
てみればあっという間でした。
　本番直前にアクシデントもあったけど、一番いい結果となり、
本当によかったと思います。
　練習の手伝いをしていただいた３部の団員を始めとして、２分
団の団員すべての協力があってこその結果だと思います。本当に
ありがとうございました。
　今回ポンプ操法に参加して学んだことを、今後の消防活動に生
かしていければと思います。

ポンプ操法を終えて
　高齢者も多いが消防団員も多い地区は、消防団員が誘導を行い効率よく避難を行えるよう、避難計画を策定するとよいでしょう。
　生まれ、そして多くの人に育ててもらった、この地元の地を、そして人を、自分の子供やその先の世代に残していける
ように、今の私たちの活動があると思います。
　そういった事を想いながら、私は、これからも消防団活動に邁進したいと思います。

小隊訓練について 　私は、消防団に入って十年ちかくなります。
最初は、戸惑いはありましたが、父が消防団に
入っていたので地元で何かお役に立ちたいと思
い入団しました。
　最初は全くの素人で先輩たちから怒られっぱ
なしでしたが徐々になれてきて、訓練にも進ん
で参加しようという熱意が高まってきました。
うちの分団は人数が少ないので、人数が少ない
分全力で地域に根づいていこうと思いました。
しかし、小隊訓練の動きについて、辛い時が多
かったし、何度も基本動作を確認しました。そ
して、ついに、自分が指揮者を務める日が来ま
した。実際にやってみて、本当にやりがいがあ
り、自分にプラス材料になると思いました。今
後も訓練が多くなると思いますが何事もチャレ
ンジ精神でつらぬいていこうと思っています。
仲間を大事にして信じていこうと思いました。

三日月第３分団第４部　前畑　公則

（小型ポンプ操法競技）

指揮者　江里口　源
１番員　宮島慎太郎
２番員　原田　悟志
３番員　萩原　　孝

小城第２分団第３部

小城市消防団より　芦刈分団所属　楠田　詞也さん

優 勝
消防団員意見発表
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消火栓や消防水利の標識付近の駐車はやめよう
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☆小城市消防団からのお知らせなどを配信しています【発行】小城市消防団
【編集】小城市消防団広報委員会（小城市役所 防災対策課 消防防災係内）
　　　　〒845‒8511  佐賀県小城市三日月町長神田2312番地2
　　　　TEL 0952‒37‒6119 小城市消防団員数1,0２４名 (令和元年９月１日現在)

・右記のQRコードを読み込んで下さい。

　道路交通法では、消防水利や水利標識の周囲への駐車が
禁止されています。
　駐車車両により一刻を争う消防活動の支障となりますの
で、駐車はやめましょう。

①　消防用機械器具の置場若しくは消防用防火水槽の側端又はこれら
の道路に接する出入口から５メートル以内の部分
②　消火栓、指定消防水利の標識が設けられている位置又は消防用防
火水槽の吸水口若しくは吸管投入孔から５メートル以内の部分

令和元年度　小城市消防団　新役員名簿令和元年度　小城市消防団　新役員名簿 （平成31年４月１日～令和３年３月31日）
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消防水利や水利標識と駐車禁止の範囲


